
令和４年度第２回越前市地域公共交通会議 

 

議 事 次 第 
 

日 時 令和５年３月２２日(水) 午後２時から 

会 場 越前市役所 ３階 第３委員会室 

 

１ 新任委員紹介 

 

２ あいさつ 

 

３ 報告事項 

(1) 地域公共交通の令和３年度、４年度実績等について 

①福井鉄道福武線について                【本編Ｐ１】 

②福井鉄道路線バスについて               【本編Ｐ９】 

③市民バスについて                   【本編Ｐ１０】 

(2) 危険バス停の移設について                【本編Ｐ１２】 

(3) 市民バス及び路線バスの停留所名変更について       【本編Ｐ１４】 

(4) 越前たけふ駅二次交通需要調査結果概要について      【本編Ｐ１５】 

 

４ 協議事項 

 (1) デマンド交通実証実験について              【本編Ｐ２３】 

 (2) 自家用有償旅客運送実証実験について           【本編Ｐ２６】 

 

５ その他 

 (1) 株式会社ハピラインふくい王子保・武生駅間新駅整備について 

(2) 北府駅鉄道ミュージアム整備事業について 

(3) 道の駅「越前たけふ」オープンについて 

(4) ㈱ＴＯＰ×金沢大学連携事業、小型 EV 活用プラン報告会 

 

以上 



【報告事項(1)①】

1



+6.2%

福鉄・えち鉄相互乗入 132 110 +22 +20.0%

福武線

計 1,413 1,331 +82

+16.0%

定　期 868 861 +7 +0.8%

定期外 545 470 +75

福井鉄道福武線の乗車実績

単位：千人

令和4年4月～12月 令和3年4月～12月 増　減 増減率

福井鉄道株式会社
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H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

1,606 1,640 1,731 1,759 1,778 1,902 1,935 1,984 2,026 2,001 2,044 1,988 1,590 1,757 1,413

※　令和4年度は12月末の数字

●福井鉄道福武線乗車実績の推移(年度別）【単位：千人】
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※４月以降乗車人員数は回復傾向にあり、４～９月の利用者は、元年度比９0％

※10～12月の利用者は、元年度比９６％まで回復

●福井鉄道福武線の乗車実績比（月別・直近３カ年） 【単位：千人】
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越前市を運行する福井鉄道（バス）の現況について

往 復 (人/日） (人/日） (人/日） (人/日） (人/日）

7：00-8：59 4 ・越前町を起点に越前市内の各高校への通学路線 Ｒ１年度 143 1 20 35 199

9：00-15：59 3 2 ・JR武生駅を起点とする越前海岸への観光路線として県外客の冬 Ｒ２年度 99 1 12 19 131

16：00-18：59 1 利用がある。 Ｒ３年度 195 1 51 23 270

19:00 2 Ｒ４年度 90 0 25 4 119

7：00-19：59 3 4 Ｒ１年度 29 0 17 22 68

20:00 1 Ｒ２年度 29 0 12 12 53

Ｒ３年度 23 0 21 9 53

Ｒ４年度 16 0 21 4 41

7：00-8：59 2(入谷先) ・越前市内から味真野地区・今立地区内と池田町を結ぶ路線

9：00-15：59 1(今立先) 1(入谷先)

16：00-18：59 2(今立先)

19:00

7：00-19：59 1(今立先) 2(入谷先)

20:00

7：00-8：59 1 2

9：00-15：59 2 3

16：00-18：59 1

19:00 1

 【月別積載個数】                                                 　　　　：個

7：00-19：59 3 3

20:00

7：00-8：59 3 2 ・武生東高校への通学路線。

9：00-15：59 4 3

16：00-18：59 2 3

19:00

7：00-19：59 6 6

20:00

7：00-8：59 3 3 Ｒ２年度 83 2 65 19 169

9：00-15：59 4 3 Ｒ３年度 138 10 97 41 286

16：00-18：59 1 2 Ｒ４年度 65 6 60 41 172

19:00 1 1 Ｒ２年度 23 2 18 16 59

7：00-19：59 4 3 Ｒ３年度 5 0 13 7 25

20:00 Ｒ４年度 23 0 18 8 49

7：00-8：59 1 ・武生東高校への通学路線。 Ｒ１年度 74 0 0 0 74

9：00-15：59 Ｒ２年度 68 0 0 0 68

16：00-18：59 1 Ｒ３年度 74 0 2 0 76

19:00 Ｒ４年度 32 0 0 0 32

7：00-19：59 Ｒ１年度

20:00 Ｒ２年度

Ｒ３年度

Ｒ４年度

7：00-8：59 1 1 Ｒ１年度 2 3 7 42 54 ・通学生、高齢者の利用が減少している。

9：00-15：59 2 2 Ｒ２年度 1 3 4 31 39

16：00-18：59 1 1 Ｒ３年度 9 2 6 19 36

19:00 1 Ｒ４年度 1 3 9 1 14

7：00-19：59 2（土 3） 2（土 4） Ｒ１年度 0 1 5 21 27

20:00 Ｒ２年度 0 1 6 18 25

Ｒ３年度 0 2 1 6 9

Ｒ４年度 0 0 6 2 8

7：00-8：59 1 Ｒ１年度 15 0 4 2 21

9：00-15：59 Ｒ２年度 8 0 2 1 11

16：00-18：59 1 Ｒ３年度 13 0 5 0 18

19:00 Ｒ４年度 3 0 1 1 5

7：00-19：59 Ｒ１年度

20:00 Ｒ２年度

Ｒ３年度

Ｒ４年度

7：00-8：59 2 Ｒ１年度 1 0 5 16 22

9：00-15：59 1 1 Ｒ２年度 1 0 4 7 12

16：00-18：59 1 Ｒ３年度 1 0 11 8 20

19:00 Ｒ４年度 1 4 4 9 18

7：00-19：59 Ｒ１年度

20:00 Ｒ２年度

Ｒ３年度

Ｒ４年度

7：00-8：59 1 1 ・味真野地区から市街地への生活交通路線

9：00-15：59 2 2 ・沿線上には仁愛大学があり職員、学生の利用がある。

16：00-18：59

19:00

7：00-19：59 2 1

20:00

7：00-8：59 1 1 Ｒ２年度 0 2 10 15 27

9：00-15：59 3 3 Ｒ３年度 0 2 27 18 47

16：00-18：59 1 1 Ｒ４年度 0 2 11 20 33

19:00 Ｒ２年度 0 0 0 20 20

7：00-19：59 3 3 Ｒ３年度 0 0 6 6 12

20:00 Ｒ４年度 0 0 7 12 19

1 武生越前海岸線 織田 かれい崎

往　33.7ｋｍ

運行する目的 実績年度
学生定期 通勤定期

路線名 主要停留所 行先 キロ程

運行する時間帯

往　35.2ｋｍ

平日
平
日

・全体的に大きく利用が減少している。

復　33.9ｋｍ 土・日・祝
土
日
祝

計
その他コロナ影響について

期間 時間帯
回数

現金・　　回
数券

福祉券利用
（高齢者）

9 89

・沿線上に武生東高校があることから通学生の利用があるものの、南越線
との競合路線となっている。

復　52.4ｋｍ
土
日
祝

4 0 10 15 0

平日

平
日

Ｒ１年度

31 1 19

土・日・祝

往　52.4ｋｍ

・全体的に大きく利用が減少している。

・旅客輸送を目的とする他に路線の活用術として貨客混載バスとして継続
運行中 Ｒ３年度 50 2 48 16平日

・競合路線が存在することを解消すべく循環路線を改め池田町を終点と
する振り子型路線に改編する。

平
日

Ｒ２年度 26 0

116

Ｒ４年度 28 1 13 6 48

21 11 58

7 15 25

Ｒ３年度 1 0 10 10 21

Ｒ２年度 3 0

12 4 22

3

　
　
　
　
　
　
南
越
線

Ｒ１年度まで

武生東高校 和紙の里

往　14.0ｋｍ
平日

復　35.4ｋｍ 土・日・祝
土
日
祝

Ｒ４年度 6 0

2
池
田
線

Ｒ１年度まで
入谷
稲荷

和紙の里
循環線

Ｒ２年度～
稲荷

和紙の里
魚見・金山

土・日・祝

Ｒ２年度～

往　14.0ｋｍ
平日

・乗車密度の向上を図らなければならないことから、生活路線としての需
要が減る土日祝日を減便する。 平

日

196・JR武生駅を起点とする和紙の里への観光路線として県外客の利用があ
る。

復　12.9ｋｍ
土
日
祝

46 1 38 53 138

平
日

Ｒ１年度

106 1 62 27

4 王子保河野海岸線
ＪＲ王子保駅

河野
糠長島

往　25.2ｋｍ

・高齢者の利用は維持できているが、通学生の利用が大きく減少
している。

・土日祝日減便の輸送量を振り子型に変えた池田線でカバーする。

復　12.9ｋｍ
土
日
祝土・日・祝

越前武生 武生東高校

往　5.8㎞ 平日

平日

・南越前町（河野地区）から越前市内への生活交通路線

平
日

復　25.3ｋｍ 土・日・祝
土
日
祝

平
日

復　5.8㎞ 土・日・祝
土
日
祝

・越前町（左右・玉川）と安養から越前市内の各高校への通学路線

平
日

・通学生の利用が減少している。

復　31.4ｋｍ 土・日・祝
土
日
祝

5 安養寺線
安養寺
織田
梅浦

越前岬

往　31.2ｋｍ 平日

平
日

復　18.0ｋｍ 土・日・祝
土
日
祝

6 白山線 菖蒲谷 千合谷

往　17.8ｋｍ 平日

8
入
谷
線

Ｒ１年度まで

仁愛大学
味真野

入谷

往　13.5ｋｍ

Ｒ２年度～

往　13.5ｋｍ

・白山地区から市街地への生活交通路線

平日

・池田線の改編により味真野地区を運行しなくなったので、市単独路線で
ある入谷線の運行本数を増便し輸送量を確保する 平

日

復　13.7ｋｍ
土
日
祝土・日・祝

12 57

復　13.7ｋｍ
土
日
祝

0 0 3 18 0
土・日・祝

平日

平
日

Ｒ１年度

3 2 19

R3.8 R3.9 R3.10 R3.11 R3.12 R4.1 R4.2 R4.3 R4.4
303 328 320 342 488 329 318 384 381

R4.5 R4.6 R4.7 R4.8 R4.9 R4.10 R4.11 R4.12
307 385 479 377 363 416 578 788
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【報告事項(1)②】



【報告事項(1)③】                     総合交通課  
 

市 バスについて 
 

第１ 年度別利用者数の推移（スクールバス利用含む） 

   市 バスの利用者数を令和２年度実績と比較すると、武生エリアにおいては５．９％

の増加、今立エリアにおいては３．３％の減少となり、全体では３．３％の増加の６

２，０７８人の利用となったが、令和元年度と比較すると２４．７％の減少となって

いる。 

また、福祉バス（６５歳以上の方や障がい者手帳の交付を受けた方が路線バスを市

 バス同様１００円で利 できる。）では、前年度比０．４％の増加の１１，０８４

人の利用となったが、令和元年度と比較すると３８．２％の減少となっている。 

市 バスと福祉バスを合わせた利用者数は７３，１６２人で、前年度比２．８％の

増加となっているが、令和元年度と比べると２２．８％の減少となっている。 

 

第２ ルート別利用者数の推移（スクールバス利用含む） 

   ルート別利用者数を令和２年度実績と比較すると、武生エリアでは市街地循環北、

市街地循環南、坂口・神山、王子保・南ルートで利用者が増加、今立エリアでは服部

ルートで利用者が増加した。 

   令和元年度と比較すると、武生エリアでは全ルートで利用者が減少しており、今立

エリアでは水間ルートで利用者が増加したが、月尾、服部ルートは減少している。 

 

ルート スクールバ

ス利用 

増減 考察 

①市街地循環北ルート  

 

 

なし 

＋６．４％ 令和２年度は新型コロナウ

イルス感染症の影響による外

出自粛の影響が出ていたが、令

和３年度は回復傾向にある。 

ただし、令和元年度と比べる

と依然利用者数は減少してお

り、コロナ以前の回復には至っ

ていないと考えられる。 

②市街地循環南ルート ＋５．７％ 

③吉野・大虫ルート ▲０．１％ 

④坂口・神山ルート ＋２８．４％ 

⑤王子保・南ルート ＋３６．７％ 

⑥国高・北日野ルート ▲１１．４％ 

⑦味真野・北新庄ルート ▲１８．２％ 

⑧白山・大虫ルート ＋１２．５％ 

⑨月尾ルート  

あり 

▲４．０％ 

 水間ルート ▲９．０％ 

⑪服部ルート ＋８．３％ 
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第３ 令和３年度運転免許自主返納の状況 

 本市では、運転免許を 主返納した６５歳以上の市 に対して、市 バスに無期限・

無料で乗車できるサービスを実施している。市が発行する無料乗車券の交付件数は、

平成２９年度から年間２０ ３０件程度となっている。 

運転経歴証明書交付数は、令和３年度は２５９件となり、前年度の２５４件に比べ

５件増加しているが、令和元年度と比較すると２５件減少している。 

また、令和３年度の運転免許 主返納者の市 バス乗 数は１１，０８０人で、前

年度比１２．２％の増加となっているが、令和元年度と比較すると１７％の減少とな

っている。 
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【報告事項(2)】 

危険バス停の移設について 

第１ 危険バス停について 
１ 経緯 

平成３０年 ８月 横断歩道とバス停が近接する道路で死亡事故が発生（横浜市） 
令和 元年１２月 国土交通省自動車局から各地方運輸局、日本バス協会等に対し、バ

ス停の実態把握や安全対策を講じるよう通達 
         福井運輸支局が実態把握に係る調査を開始 
令和 ２年 ８月 国土交通省自動車局から各地方運輸局、日本バス協会等に対し、危

険バス停の安全上の優先度の判定方法及び除外事例についての通達 
令和 ３年 １月 福井運輸支局、福井県バス協会、福井県内各警察署、各市町（勝山

市、若狭町除く）、バス事業者等を構成員とする福井県バス停留所安
全性確保合同検討会（以下「検討会」という。）が設立 
福井県内の危険バス停１９１箇所（うち、越前市６１箇所、鯖江市
３６箇所、福井市２２箇所、ほか７２箇所）をとりまとめたリスト
を検討会が公表 

令和 ３年 ３月 分科会が開催され、危険バス停移設への取組み方針が具体化 
 

２ 抽出条件 
バス停留所安全性確保対策実施要領にて、「バスがバス停留所に停車した際に交差点又は

横断歩道にその車体がかかるバス停留所」または、「バスがバス停留所に停車した際に交差
点又は横断歩道の前後５ｍの範囲にその車体がかかるバス停留所」という条件が定められ
ている。 

（１） 優先度のランク分け（別冊資料４） 
ア Ａランク 
（ア） 過去３年以内に停車したバスが要因となる人身事故が発生している 
（イ） バスがバス停留所に停車した際に横断歩道にその車体がかかるバス停留所 
イ Ｂランク 
（ア） Ａランク以外で、バスがバス停留所に停車した際に横断歩道の前後５ｍの範囲に

その車体がかかるバス停留所 
（イ） Ａランク以外で、バスがバス停留所に停車した際に交差点にその車体がかかるバ

ス停留所 
ウ Ｃランク 
（ア） Ａ又はＢランク以外で、バスがバス停留所に停車した際に交差点の前後５ｍの範

囲にその車体がかかるバス停留所 
（イ） Ａ はＢランク以外で、地域住 等の意 や各都道府県の実情に応じて抽出した

バス停留所 
 

３ 越前市内バス停留所該当箇所数について（別冊資料５） 
   令和４年１２月３１日現在、合計５６箇所が該当している。 

（１） 市 バス箇所数 
     ３７箇所 
     （Ａランク０箇所 Ｂランク２０箇所 Ｃランク１７箇所） 

12



（２） 路線バス箇所数 
     １９箇所 
     （Ａランク２箇所 Ｂランク１１箇所 Ｃランク６箇所） 
 
第２ 市 バス停留所について 

令和３年度にて、市 バス運 事業者に危険バス停の移設先の提案業務を委託し、報告書
が提出されたものから順次関係者（越前警察署、道路管理者、地元区 、地権者等）と協議を
行っている。 

前回の令和３年度第１回越前市地域公共交通会議（令和３年８月２４日開催）以降、令和
５年３月現在において、１箇所の移設が完了している（別冊資料６）。 
 
第３ 路線バス停留所について 

前回の令和３年度第１回越前市地域公共交通会議（令和３年８月２４日開催）以降、令和
５年３月現在において、２箇所の移設が完了している（別冊資料６）。 
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【報告事項(3)】                      総合交通課  
 

福井鉄道福武線の駅名変更に伴う 

路線バス、市民バス停留所の名称変更について 

 

福井鉄道では、北陸新幹線「越前たけふ駅」設置に伴い、「越前武生駅」を「たけふ

新駅」に変更した。 

それに伴い、路線バス及び市民バスにおいても、下記のとおり「越前武生駅」停留所

を「たけふ新駅」に名称変更を行った。 

 

記 

１ 変更内容 「越前武生駅」停留所を「たけふ新駅」に名称変更 

        

２ 変更時期  令和５年２月２５日 

 

３ 対象路線  市民バス 

        ・市街地循環北ルート 

        ・市街地循環南ルート 

        ・吉野・大虫ルート 

        ・坂口・神山ルート 

        ・王子保・南ルート 

        ・国高・北日野ルート 

        ・味真野・北新庄ルート 

        ・白山・大虫ルート 

 

        路線バス 

        ・武生越前海岸線 

        ・南越線 

        ・池田線 

        ・白山線 

        ・王子保河野線 
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越前たけふ駅二次交通需要調査結果概要について 

 

令和５年３月２２日 

企画部総合交通課 

１．調査実施概要 

・JR武生駅、JR 鯖江駅において特急利用者を対象にインタビュー調査を行った。 

・また、越前市を訪れている観光客の特性を把握するため観光施設来訪者にアンケートを行った。 
 

（１）JR武生駅利用者調査 

調査方法 駅構内及び待合室においてヒアリングを実施 

対象者 武生駅における特急利用者 

調査日時 令和４年５月４日（祝）、５日（祝）、12日（木）、13 日（金） 

サンプル数 県外居住者 187 票（ヒアリング：173 票、ＷＥＢ：14 票） 

県内居住者 154 票（ヒアリング：149 票、ＷＥＢ：5票）  計 341 票 
 

（２）JR鯖江駅利用者調査 

調査方法 駅構内及び待合室においてヒアリングを実施 

対象者 鯖江駅における特急利用者 

調査日時 令和４年５月４日（祝）、５日（祝） 

サンプル数 県外居住者 90 票（ヒアリング：52 票、ＷＥＢ：38 票） 

県内居住者 40 票（ヒアリング：23 票、ＷＥＢ：17 票）  計 130 票 
 

（３）観光施設調査 

調査方法 市内観光施設において依頼文（QR コード付）を配布し、スマートフォン等

から回答するインターネット調査 

対象者 市内観光施設来訪者 

調査期間 令和４年４月 27 日（水）～５月 16日（月） 

サンプル数 175 票 
 

（４）JR金沢駅利用者調査 

調査方法 金沢駅のコンコースにいらっしゃる旅行者（キャリーバッグ等持参されて

いる方）に声をかけ、北陸新幹線利用者にヒアリングを実施 

対象者 新幹線を利用して金沢を訪れた方 

調査日時 令和４年４月 26 日（火）～28日（木） 8:00～20:00 

サンプル数 413 票（ヒアリング：399 票、ＷＥＢ：14 票） 
 

（５）首都圏居住者調査（「首都圏調査」と記載） 

調査方法 ネットリサーチ企業に依頼し、インターネット調査を実施 

対象者 東京都、神奈川県、埼玉県在住者（人口、年齢階層によりサンプルを配分） 

サンプル数 446 票 

 

【報告事項(4)】 
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２．調査結果概要 

（１）観光二次交通調査結果 

 
 
 
 
 
 

 

（２）地域二次交通（市内・県内居住者の二次交通）結果 

 

（３）地域二次交通（市内大手企業の二次交通） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観光二次交通としては、定額タクシーの需要や、越前たけふ駅－武生駅間移動の需要が高い。 

広域での移動を考慮すると他市町の協力が必要 

少人数の旅行がメインなので、タクシーで対応可能。 

二次交通利用のピーク時間帯は９時～１８時。 

定額タクシーの周知が不足している。また、キャッシュレスの対応が求められている。 

地域二次交通としては、自家用車がメイン。しかし、駅間の移動需要は高い。 

越前たけふ駅の利用者増を考慮すると、鯖江駅利用者を取り込む必要あり。 

県外への移動は８時～１０時がピーク時間帯。 

キャッシュレスの対応、オンライン予約が求められている。 

北陸新幹線の敦賀延伸後も、市内企業は東海道新幹線を使う傾向にある。 

（関連企業が東海道側にあるため） 

駅からの交通手段はタクシーがメイン。駅までの交通手段としては、自動車がメイン。 
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３．二次交通選定案  

 ・定額タクシーをメイン 

・ピーク時間帯などすべての時間帯の需要に対してタクシーだけでは不足 

（朝、夕は企業の送迎、地元住民の通院等で台数が不足） 

・越前たけふ駅の利用者が多い時間帯は、定額タクシーの補完としてデマンド交通（小型車両）

を運行（不定期不定路線停留所方式） 

・キャッシュレス決済の導入や事前予約の検討 

 
（１）【観光二次交通導入の考え方】 

１）越前たけふ駅からは、多様な観光拠点への移動ニーズがあるため、周遊ルート等の固定ルート

ではなく、定額タクシータイプの二次交通がニーズに合っていると考えられる。 
 

運行方法：定額タクシー〔事前チケット購入、電話予約〕 

利用時間：9：00～19：00〔朝の一般客との重複を防ぐため 9：00以降とする〕 

利用範囲：現在の乗降可能場所（越前市内） 

     丹南地域移動に関しては、自治体やタクシー事業者との協議が必要 

     〔丹南地域のタクシー事業者とも連携可能であるが営業エリアに留意が必要〕 

そ の 他：事前予約・キャッシュレス決済に対応し、利用者の利便性を高める 

 
２）利用者数の試算（休日） 

   観光二次交通（定額タクシー）の休日の利用者数（実人数）は 20.9 人（1グループあたり 2.4 人

×8.7 グループ）、１日あたりの稼働台数は 33.1 台（8.7 台×3.8 回）と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表 定額タクシー利用者数の試算（休日） 

 越前たけふ駅開業時 備 考 

①対象となる利用者 1,535 人 
注１：在来線からの転換に首都圏方
面からの転換、誘発を加えた人数 

②県外居住者の利用率 50％ 注２：類似都市（休日の黒部宇奈月温

泉駅）事例より 

③降車人数割合 50％ 乗車・降車を同数とする 

④観光目的の利用割合 17％ 注３：武生駅調査(休日) 

30 分 

越前た
けふ駅 

新幹線着 

宿また
は駅 

目的地
Ａ 

滞在 1.5 時間 

目的地
Ｂ 

滞在 1時間 

目的地
Ｃ 

30 分 30 分 30 分 

2.4 人 
/台 

× 
8.7 台 

× 
8.7 台 

× 
8.7 台 

× 
8.7 台 

出発時間 
10:30～ 
12:30 

出発時間 
12:30～ 
14:30 

出発時間 
14:00～ 
16:00 

滞在 1時間 

出発時間 
15:30～ 
17:30 １グループ 

3.8 回/日 
利用 

定額タクシー 休日の稼働イメージ 
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⑤迎車で GO 利用割合 32％ 注４：観光施設調査 

⑥１グループの同行者数 2.4 人 注５：観光施設調査 

⑦１日あたりの利用回数 3.8 回 注６：観光施設調査 

⑧１日あたり利用者数（実人数） 20.9 人 ①×②×③×④×⑤ 

⑨１日あたり利用者（のべ人数） 79.3 人 ⑧×⑦ 

⑩１日あたり稼動台数 33.1 台 ⑧÷⑥×⑦ 

 

３）時間帯別の稼働台数（標準） 

観光施設調査において、観光周遊に利用した交通の利用時間帯を聞いている。 

この調査結果を用い、時間帯別の「定額タクシー」の稼働台数を算出すると下図のとおりである。 

9～16 時台は 2時間で 7台前後の稼働が見込まれ、前述の稼働イメージに近い。 

 

 

 

～6 時台 7% 

7～8 時台 17% 

9～10 時台 56% 

11～12 時台 59% 

13～14 時台 59% 

15～16 時台 55% 

17～18 時台 36% 

19～20 時台 13% 

21 時台以降 5% 

 

４）年間の変動 

定額タクシーの休日における年間の変動を、2021 年 4 月～2022 年 2 月の利用実績を用いて整理

すると、日あたり平均 5.5 台の稼働に対し、特異的に稼働が多い日があるものの、概ね 12台/日（平

均の 2.2 倍）に収まっている。 

北陸新幹線敦賀延伸後の１日あたりの稼働台数は平均 33.1 台を見込んでいるため、ピークの日

は 72.8 台（33.1 台×2.2）の稼働が想定される。時間帯別にみると、8～16 時台は 2 時間で 16 台

前後（1時間当たりでは 8台前後）と考えられる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 周遊交通利用時間帯 
（観光施設調査 複数回答可） 図表 定額タクシーの時間帯別稼動台数 

図表 定額タクシーの年間の変動（休日） 
（2021.4～2022.2） 

図表 定額タクシーの時間帯別稼動台数 
   （年間におけるピークの日） 
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５）キャッシュレス決済（デジタル乗車券の導入） 

   定額タクシーは利用前に「乗車手形」の購入が必要であるが、スマートフォン等で事前購入でき

るシステムを導入することにより旅行者の利便性が向上する。福武線（福井鉄道）に導入されてい

る「RYDE PASS」のシステムを活用し、スマートフォンで必要な乗車回数分をキャッシュレス購入で

きるシステムの導入を目指す。合わせて、事前予約や共同配車の可能性を探る。 

 

６）丹南地域の主要観光拠点への観光シャトル 

 丹南地域の主要観光拠点に関しては、距離の遠い観光拠点も多いため、料金、費用負担について

関連自治体と協議を進め、観光ハイシーズンの期間限定運行から始めるなど、需要を確認しながら

導入を進める。 

 
（２）【地域二次交通導入の考え方】 

１）越前たけふ駅～武生駅間の交通は定額タクシーを補完する形で、利用者の状況を把握しながら

移動サービスを提供するため、需要に柔軟に対応可能な市民バスの「デマンド運行」とする。定

額タクシーに関しては、将来的に乗合方式の導入を進める。 
 

運行方法：ピーク時間帯（8～10 時台、18～22 時台） 定額タクシー＋デマンド運行 

オフピーク時間帯（ピーク時間帯以外）  定額タクシー 

利用範囲：越前たけふ駅～武生駅間 

利用者数：１日あたり 42.2 人，ピーク時 5.1 人/時（10 時台、越前たけふ駅行き） 

使用車両：ピーク時間帯 タクシー車両（～9台）＋ジャンボタクシー（１台） 

     オフピーク時間帯 タクシー車両（～9台） 

そ の 他：キャッシュレス決済に対応するため、観光二次交通と同様にアプリ等で事前購入可

能となるよう検討 

乗 合 化：特急を利用する県内居住者は１人で移動する割合が高い。新幹線のダイヤに合せた

需要が多いため、オフピークは乗合方式を検討する。 

 
  ２）武生駅～越前たけふ駅間のバスの利用者数は 42.2 人/日、ピーク時間帯の利用者数は 5.1 人/

時と考えられる。（これ以外にタクシー利用者も想定される） 

 

図表 武生駅～越前たけふ駅間のバス利用者数の試算 

 越前たけふ駅開業時 備 考 

①対象となる利用者 1,535 人 
注１：在来線からの転換に首都圏方
面からの転換、誘発を加えた人数 

②県内居住者の利用率 55％ 注２：類似都市（平日の黒部宇奈月温

泉駅）事例より 

③武生駅～越前たけふ駅間 

バス利用意向 
5％ 

注３：武生駅調査 

※タクシーも同割合 

④バス利用者数（１日あたり） 42.2 人 ①×②×③ 

⑤乗車人数割合 50％ 乗車・降車を同数とする 

⑥バス利用による乗車人数 21.1 人 ④×⑤ 
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３）運行ルート 

ピーク時間帯の運行方法として路線バスの延伸、市民バスの運行が考えられる。 

路線バスの延伸に関しては、運転手の不足、赤字の増加が見込まれるため困難であり、デマンド

型の市民バスの運行を検討する。 

 

４）運行ダイヤ 

新幹線ダイヤに合せ、越前たけふ駅を朝出発する便に対しては 8～10 時台の 4 便、越前たけふ

駅に夕方以降到着する便に対しては 18～22 時台の 10便を路線定期運行で運行する。その他の時間

帯は、迎車で GO 方式で対応する。 
 

図表 越前たけふ駅利用者の運行ダイヤ（目安） 

    利用ピーク時間帯：路線定期運行    オフピーク時間帯：迎車で GO 

大阪方面へ 新駅着 
時 刻 

東京方面へ  大阪方面から 新駅発 
時 刻 

東京方面から 

便名 時刻 時刻 便名  便名 時刻 時刻 便名 

  6:30 6:40 はくたか 554  はくたか 554 6:40 6:50   

  7:30 7:40 はくたか 556  はくたか 556 7:40 7:50   

はくたか 591 8:22 8:12 8:38 はくたか 558  はくたか 558 8:38 8:48 8:22 はくたか 591 

はくたか 551 10:18 10:03 10:13 はくたか 560  はくたか 560 10:13 10:28 10:18 はくたか 551 

  11:03 11:13 はくたか 562  はくたか 562 11:13 11:23   

はくたか 553 11:45 11:35      11:55 11:45 はくたか 553 

はくたか 555 12:32 12:03 12:13 はくたか 564  はくたか 564 12:13 12:43 12:32 はくたか 555 

はくたか 557 13:12 13:02 13:13 はくたか 566  はくたか 566 13:13 13:23 13:12 はくたか 557 

はくたか 559 14:22 13:53 14:03 はくたか 568  はくたか 568 14:03 14:32 14:22 はくたか 559 

はくたか 561 15:03 14:53 15:26 はくたか 570  はくたか 570 15:26 15:36 15:03 はくたか 561 

はくたか 563 16:03 15:53 16:07 はくたか 572  はくたか 572 16:07 16:17 16:03 はくたか 563 

はくたか 565 17:03 16:53 17:26 はくたか 574  はくたか 574 17:26 17:36 17:03 はくたか 565 

はくたか 567 18:03 17:53 18:19 はくたか 576  はくたか 576 18:19 18:29 18:03 はくたか 567 

はくたか 569 19:06 18:56 19:34 はくたか 578    19:16 19:06 はくたか 569 

      はくたか 578 19:34 19:44   

はくたか 571 20:21 20:11      20:31 20:21 はくたか 571 

  20:41 20:51 はくたか 590  はくたか 590 20:51 21:01   

はくたか 573 22:02 21:52      22:12 22:02 はくたか 573 

はくたか 575 23:02 22:52      23:12 23:02 はくたか 575 

⑦乗車ピーク率 24％ 注４：武生駅調査 

⑧ピーク時間帯利用者数 5.1 人 ⑥×⑦ 
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※新幹線ダイヤ 東京方面：金沢駅発時間に越前たけふ駅からの 44分を減じて算出 
想定ケースＢ 大阪方面：金沢駅着時間に越前たけふ駅までの 44 分を加えて算出 
  

 

５）乗合タクシーの使用車両 

北陸新幹線利用者に対するイメージ戦略として、伝統工芸・ものづくりが盛んな地域ブランドを高

めるため車両デザインを重視するとともに、ＥＶ車両とするなど社会問題への取組も進める。 

 
 
 
 
 
 
 

 

６）キャッシュレス決済（デジタル乗車券の導入） 

  「RYDE PASS」のシステムを活用し、スマートフォンで必要な乗車回数分をキャッシュレスで購入し

乗降できるシステムの導入を目指す。 

 

７）乗合システム（オフピーク時） 

 オフピーク時間帯は「定額タクシー」方式とするが、1 人で移動する割合が高いことから、乗合方

式で需要を集約する運行を検討する。 
 

武生駅⇔越前たけふ駅 乗合システムの整理 

 

 

 

 

 

 

   
８）利用ピーク時間帯の設定 

■乗車時間帯（朝ピーク）              

・武生駅調査では、特急を利用する県内居住者における特急の出発時刻は 10 時台が最も多く、次いで

９時台、８時台が多い。また鯖江駅（県内）では９時台が突出して多い。 

・新幹線開業後、首都圏までの所要時間は大きく変わらないため、越前たけふ駅の朝の利用ピークは 8

～10時台と考えられる。 

 
■降車時間帯（夕ピーク） 

・新高岡駅における時間帯別降車人数（2016 年）をみると、平日は 19～21 時台が多く東京駅を 16～18

時台に出発している。休日は平日より約 1時間早く 18～20 時台が多い。東京駅を 15～17 時台に出発

している。 

時間帯 方式 運賃例 運行方法 

ピーク時間帯 

(8～10、18～22 時台) 
乗合 350 円/人 

路線バスの延伸：乗合バス会社が運行 
乗合タクシー：タクシー会社が乗合許可を受け運行 

オフピーク時間帯 

(ピーク時間帯以外) 
乗合 

350 円/人 タクシー会社が乗合許可を受け運行 
運賃を按分 「相乗りサービス」を活用 

貸切 500 円/台 現行の定額タクシーと同様 

ＶＷが販売を予定している新型 EV の「ID.Buzz」 

小型 EV バスのコンセプトカー 

「ポンチョ・ミニ」（日野自動車） 

21



・はくたか利用では、新高岡駅～越前たけふ駅の所要時間は約 1時間である。 

・一般的に利用者は出発駅の発車時刻または到着駅の着時刻を目安に便を選ぶことから、越前たけふ駅

の夕方以降の降車ピークは 18～22 時台と考えられる。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）観光 2.5 次交通、三次交通（誘客促進の検討より） 

 観光二次交通の導入に合せ、より観光が楽しくなるための交通導入を検討する。 

 

①観光 2.5 次交通（超小型モビリティ） 

 丹南地域で考えると観光拠点の目的地は多様で距離もあるが、越前市内

に限定すると一定の距離内に主要なスポットが収まっている。近距離専用

の超小型モビリティを用いたレンタカーを用意し、気軽に周遊できる環境

を強化する。 

 

②観光三次交通（シェアサイクルや電動キックボード） 

 スマホで予約・決済が可能なシェアサイクル、道路交通法の改正により

公道での走行ルールが明確になった電動キックボードなど、旅行者が利用

したくなる観光三次交通を導入し、滞在の魅力向上を図る。 

 

 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

H27年度調査日平均 H28年度9月平日 H28年度9月休日

ＬｕｕｐのＨＰより 

株式会社ＴＯＰのＨＰより 

出所：第 11 回新幹線まちづくり推進 岡市 会議資料 
（2017.2.1） 

 

図表 特急の出発時刻（武生駅調査・県内） 

図表 新高岡駅における時間帯別降車人数 
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デマンド交通実証実験（案） 

 

１．目的  

二次交通需要調査の結果を踏まえ、エリア内をフルデマンド運行し、乗合発生の度合い、小型車両での運行の可否を見る。そし

て、市民バスとの利用状況の比較を行い、デマンド交通への転換の可能性を探る。 

  また、令和６年春に開業する北陸新幹線越前たけふ駅とハピラインふくい武生駅を結ぶ二次交通についても、効率的な運行を検

討するため、デマンド交通を使った実証実験を実施する。 

 

２．運行方法  

・ウェブ、電話予約によるフルデマンド（不定期不定路線停留所方式） 

・ただし、越前たけふ駅から武生駅への移動は、新幹線の到着時間に合わせた定時運行とする。武生駅から越前たけふ駅への移動 

事前予約のデマンド交通とする。【図１】 

・事前登録制（住民）＋ワンタイムチケット（来訪者） 

※市民バス停留所の他に、道の駅越前たけふ、町内公民館やゴミステーション、 

量販店などを追加（坂井市は１町内３箇所を上限）【図２】 

※実証実験のため、市民バスはこれまでどおり運行。よって実証実験期間中は市民バスの運行＋デマンド交通の運行となる。 

 

 

 

３．対象者 

地域の高齢者や本市への来訪者 

 ※学生の移動については、路線バスを想定。来訪者の移動はタクシーとレンタカーを想定） 

既存のルート上に限らず、複数の停留所（ ）を設

【図２】デマンド交通停留所イメージ 
【図１】デマンド交通（駅間）の運行イメージ 

 

越前たけふ駅       武生駅 

 

定時運行 
（開業後１年程度） 

予約運行 

【協議事項(1)】 
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４．期間  

 令和 5 年 9月から令和 6年 3 月末 

①令和 5 年 9月～令和 6 年 3月 15 日・・・ 

月、火の 8 時 17 時（9 時間） 54 日間 

②令和 5 年 10 月～令和 6 年 3 月 15 日・・・ 

道の駅のイベント開催時（2 日間/月×7 ヶ月） 

の 8時 17 時 14 日間 

③令和 6 年 3月 16 日～31 日（新幹線開業後）・・・ 

毎日 8 時～21 時（13 時間） 16 日間 

※令和 6 年度は市民バスの一部をデマンドに転換して、継続した実

証実験を行いたい。 

 

５．エリア  

市民バスのルートをベースに 2 エリアで実施  

・国高・北日野＋味真野・北新庄の一部エリア  

 ※越前たけふ駅と武生駅間の二次交通＋デマンド転換の可能性把握と需要発掘のため  

・今立エリアの一部（月尾、服部、水間）  

 ※利用者が少ない今立エリアのデマンド転換の可能性把握と需要の発掘のため  

 

６．車両種別と台数  

・市内交通事業者のハイエース or ジャンボタクシー ２台  

 ※1 エリア 1 台。最小規模でどこまで対応可能なのか探る  

 

７．料金  

実証実験期間中は路線バスや市民バス、定額タクシーとの料金を比較し検討 

 ※定額タクシーの料金設定を将来的には再検討する必要あり 

 ※県内他市町のデマンド交通の運賃は、200 円～600 円（相乗りすることで、料金が低減する自治体もあり） 

 

８．その他  

本実証実験の結果を踏まえて市民バス再編計画の策定を行う。これにより、利用者がより便利に、自由に移動できる環境を整備す

るとともに、駅間二次交通と市民バスの効率的な運行を実現する。 
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９．令和５年度当初予算（要求中） 

①武生エリア、今立エリアでのデマンド交通実証実験 

13,484 千円（財源内訳：国庫補助金（37.7％）5,083 千円、一般財源 8,401 千円） 

②市民バス再編業務委託（デマンド交通の導入計画） 

 5,654 千円（一般財源 5,654 千円） 

 

 

１０．スケジュール 
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坂口地区における自家用有償旅客運送事業について

R5.3.22 令和4年度第2回地域公共交通会議資料

企画部 総合交通課

1

【報告事項(5)】
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１ 条件不利地の移動支援

２ 自家用有償旅客運送

３ 坂口地区の経緯

４ 課題及び対応策

５ 予算

６ 事業の仕組み、実証実験の内容

７ 事業スケジュール

2

2
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・市民バスは 週２回運行
（まちなか まで 50分乗車）
・タクシーは まちなか まで4～5千円
予約が取れないことも

・高校生や高齢者の移動に支障
・通学・通院や買い物の足の確保が必要

坂口地区
～現状と課題～

地域住民による輸送サービス
（イメージ）

乗合タクシー（イメージ）

中山間地域で生活する高校生や高齢者、障がい者等の移動制約者の足を確保するため、条件不利地
の移動支援に重点を置き、デマンド交通の実証実験を実施

さかのくち買い物号（月１回運行）
ボランティアによる買い物支援

１ 条件不利地の移動支援

3
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【参考】坂口地区の住民基本台帳人口等

4

Ｒ4.4.1現在
①

Ｈ26.4.1現在
②

比較増減
①-②

世帯数 １３２世帯 １５１世帯 ▲１９世帯

高齢者のみの世帯 ５０世帯 ５１世帯 ▲１世帯

人口 ３８７人 ４５７人 ▲７０人

（内訳） 男 １８１人 ２１１人 ▲３０人

女 ２０６人 ２４６人 ▲４０人

６５歳以上 １６０人 １６４人 ▲４人

高齢化率 ４１．３％ ３５．９％ ＋５．４％

2
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２ 自家用有償旅客運送とは

既存のバス・タクシー事業者による輸送サービスの提供が
困難な場合であって、地域における輸送手段の確保が必要
な場合に、必要な安全上の措置をとったうえで、市町村や
ＮＰＯの法人等が自家用車を用いて提供する輸送サービス

5

「自家用有償旅客運送ハンドブック（令和２年１１月改定）」を一部修正
（作成：国土交通省自動車局旅客課）

3
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区分 名称 運営主体 運行主体 運送対象 代表例

対象地域が
交通空白地
のみ

住民等のための「自家用
有償旅客運送」
（交通空白地有償運送）

市町村
市町村、バス・
タクシー事業者、
ＮＰＯ等も可

･地域住民
･観光旅客
･当該地区の
来訪者

白ナンバーのコミュニティ
バス・乗合ワゴン・個別輸
送

ＮＰＯ等 ＮＰＯ等
ＮＰＯ等による住民の送迎
サービス

利用対象者が
要介護者等
のみ

身体障がい者等のための
「自家用有償旅客運送」
（福祉有償運送）

市町村
市町村、バス・
タクシー事業者、
ＮＰＯ等も可

限定
(要介護者等)
及び
付添人

自治体による障がい者や要
介護者の送迎サービス

ＮＰＯ等 ＮＰＯ等
ＮＰＯ等による障がい者や
高齢者等の送迎サービス

道路運送法による運送形態の分類

車両のナンバー：白ナンバー
運転免許：二種運転免許保有 又は 一種運転免許保有＋国交大臣認定講習の受講
運送料：有償（原価程度） 「地域の支え合いによる交通（共助型交通）事例集より

（作成：福井大学地域・交通計画研究室）

○特例での有償運送

6

3
1



３ 坂口地区の経緯

（１）平成２６年度

市民バスによるデマンド交通の試行運行実施（坂口・神山ルート）

① 結果
・現段階において、デマンド交通を導入しない。
（試行運転は１年で終了）

② 理由
・需要が少ない
（年間利用人数２４人、稼働率１２.２％、乗合率１.３人）

・予約に対する煩わしさがある。

7
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３ 坂口地区の経緯

（２）令和４年３月

ふるさとミーティングで高齢者や高校生の移動手段の確保
について、市に要望あり

（３）令和４年５月

要望を受け、地区自治振興会役員に高齢者の移動について
状況をお聞きした。

8
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３ 坂口地区の経緯

《現行》（さかのくち買い物号）

① 市社会福祉協議会（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ芦山）の車両を借用
月１回の運行、高齢者の買い物の送迎、利用料：無料
（行き先：市内のホームセンターやスーパー、薬局など）

② サポートさかぐちの役員（１名）が無償で運転

③ 利用実人数 約１５人
一度に乗車できる人数は６人であるが、予約を断るケースは
ほとんどなく、利用調整できている。

9
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３ 坂口地区の経緯

（４）令和４年６月

自治振興会役員から具体的な市の支援について要望あり

《要望内容》

① 国土交通大臣認定の受講費用に対する支援

② 車両の確保に対する支援

10
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４ 課題及び対応策

課題（１）運転手の確保

・現行は、運転手１名で取組んでいる。

・今後は、地域で複数の運転手を確保。
利用者や運転手の安全確保のため、自家用有償旅客運送の
大臣認定講習を受講したい。

対応策
⇒ ・令和４年９月補正予算に計上

・令和４年１０月２２日に１２名が大臣認定講習を
受講

11
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４ 課題及び対応策

課題（２）車両の確保

・社協から借りている車両のガソリン代や保険などは、社協
が負担

・今後回数を増やしたいため、自由に使える車が必要

・地域の取組みとして、運行回数を拡充
（現状月１回 ⇒ 週２回に拡充）

対応策
⇒ 令和５年度当初予算にて必要経費を計上

12
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４ 課題及び対応策

課題（３）交通事業者や関係機関との調整

・地域主体のデマンド交通により、運行形態のほか運用方法
について、タクシー事業者や関係機関との調整が必要

対応策
⇒ 地域公共交通会議やタクシー事業者連絡会にて、

事業者への情報提供や意見交換を行う。

13

3
8



４ 課題及び対応策

課題（４）人材の確保

・県内で既に運行されている、地域主体によるデマンド交通
６事例のうち、５事例で運転手の後継者不足が課題

・坂口地区においても持続可能なデマンド交通のためには、
本格運行後も運転手や運転管理者の人材確保が必要

対応策
⇒ 将来的には、交通事業者による一部運行業務の委託

（運転管理、車両管理業務等）なども視野に検討

14
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５ 予算

（１）予算の考え方

15

・令和４年度（準備）～令和５年度（実証実験）

・実証実験を市の事業として位置づけ、地域へ委託

⇒ ① 委託料
⇒ ② 使用料及び賃借料

4
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５ 予算
（２）予算内容・内訳

16

年度 区分
市予算

地元
負担①委託料 ②使用料

及び賃借料

令和４年度 実証実験の
準備・検討

・国土交通大臣認定講習料
（＠１６千円×１２人）

１９２千円
・コピー代等事務費 ８千円

計２００千円

なし なし

令和５年度 実証実験

本格運行に向けた実証実験に
よる試験運行や検討を委託
計1,410千円
・燃料代、車両消耗品代
・実証実験アンケート
・打合せ開催費用
・実証実験協力費
・活動保険加入料 など

・車両リース料
1,056千円

（自動車保険含む）
※市名義のリース車
両を団体へ無償貸与

なし
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６ 事業の仕組み、実証実験の内容
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７ 事業スケジュール
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（１）運行の基本

① 運行形態：自宅への送迎（ドア・ツー・ドア）

② 利用方法：事前利用登録制、予約制

③ 運行方法：週２回（週２日）を基本とする。
《目的》買い物目的、駅前方面（通院など）

【進捗状況】（実証実験の準備・検討）
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（２）運行ルート（週２回）

① 買い物目的の運行：毎週木曜日（サポーター同乗）
・８時３０分集合（運転手、サポーター）
・公民館９時発～自宅迎え～買い物～自宅送り～
・公民館１１時３０分着
行き先：みつわ、スギ薬局南店、ワイプラザ南店
※利用希望者が７名以上の場合は、午後の便を運行

●第１・３木曜日 中山・湯谷・勾当原町方面
●第２・４木曜日 中津原・下中津原・下別所町方面

【進捗状況】（実証実験の準備・検討）
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② 駅前方面の運行：毎週金曜日（サポーター同乗）
・公民館９時発～自宅迎え～医療機関・市役所・駅前
・駅前１１時３０分発～自宅送り～公民館１２時着
行き先：なんぶ眼科、林病院、中村病院、市役所など

（ ※駅前１３時３０分発～自宅送り～公民館１４時着 ）
※通院等の時間に応じて、
迎えの時間を13:30に別途設定したり、
午後の便の運行を検討

【進捗状況】（実証実験の準備・検討）
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① ドライバー、サポーターとの合同打合せ（３/１２）
・運行ルートの確認
・シフト作成準備

② 地区内での説明（３月～４月開催）
・自治振興会理事会、町内の総会会合
・いきいきふれあいのつどい、シニアクラブ

③ 広報活動（３/１５）
・地区全戸に広報チラシの配布

【今後の予定】サポートさかぐち（坂口地区）
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各種書類の作成や様式準備（実証実験実施に係る書類）

① 坂口地区と協力して作成
・運転者の一覧、運転者台帳、運転者証、運行ルート図
・運行管理及び車両整備管理体制
・事故、苦情発生時連絡対応体制

② 市にて様式を準備
・安全運転確認（アルコールチェック）、乗務記録、
車両点検表、運転者台帳、事故記録、苦情処理 など

③ 市が実施…リース車両調達、坂口地区との賃貸借契約

【今後の予定】市が行う手続き等
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